株式会社北信食肉センター排水処理施設等新設工事【再募集】に関する質疑応答
	質　問
	回　答

	2 工事の概要　　(7)井水処理システム
2023年9月8日「水質試験結果書」をご提示頂いておりますが、マンガンについては、食品衛生法の基準値を下回っております。
今後、試験結果書における各水質の項目が、結果書を超える濃度となった場合は、設備の別途追加などご協議の上、追加工事としてお認め頂くことは可能でしょうか。
	井水の水質は季節や降水量等で変化しています。前回提出した令和3年8月２３日水質検査報告書及び令和5年8月22日水質試験結果書を参考にして想定される濃度を予測し、食品衛生法の基準を下回る施設で、本プロポーザル上限提案額の範囲で提案してください。
その際想定されるリスクを提示し、緊急用に上水に切り替え可能な設計でお願いします。

	2 工事の概要	(7)井水処理システム
「水質試験結果書」においてはアンモニア態窒素が測定されていない為、濃度が著しく高い場合においては、薬品注入が増えることが推測されます。また場合によりますが、測定の結果、フローの変更をせざるを得ない状況となった場合、追加工事としてお認め頂くことは可能でしょうか。
	アンモニア態窒素が著しく高く、薬品注入及びフロー変更が必要であればそれを踏まえて本プロポーザル上限提案額の範囲で提案して下さい。いずれにしても再度水質検査が必要な場合は採水可能です。検査費用等は事業提案書に含めて下さい。

	10 事業提案書の提出　(5)事業提案書の作成形態
事業提案書について、令和５年度分は実施設計費用を上限提案価格66,000,000円（税込）とし事業年度ごとに内容を区分して記載することとありますが、実施設計費の削減費分を工事費616,000千円へ上乗せして計上することは可能でしょうか。
	本プロポーザル上限提案額であれば可能です。

	(様式4)工事実績資料			
施行者とありますが、施工者の誤りでしょうか。施工した企業名の記載という解釈となりますか。
	施工者の誤りです。
施工を行った企業名を記載してください。

	5 参加資格 （10）			
本工事と同種の工事の実績を有すること。なお、同種の工事については、平成20年４月１日から掲示日の前日までに竣工した工事が該当します。とありますが、同種の工事の実績とは、食肉センターまたは食肉市場における排水処理施設の元請、新設工事の実績でよろしいでしょうか。また、本工事は性能発注（設計・施工一括方式）となっているため、設計・施工一括にて発注された工事が対象となりますか。
	他食肉センター等の排水処理施設の元請、新設工事の実績で問題ありません。
と畜場関連・設計・施工一括方式に拘りませんが技術的特徴が表れる実績を記入してください。



